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No.3２５ 

伊
場
遺
跡
発
見
七
〇
年 

―
偶
然
の
発
見
か
ら
、
第
一
次
調
査
ま
で
の
こ
と
― 

今
年
は
、
伊
場
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
七
〇
年

に
な
る
。
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
か
ら
西
へ
二
～
三
㎞
ほ
ど
の

場
所
に
あ
る
伊
場
遺
跡
は
、
そ
の
一
部
が
史
跡
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
弥
生
時
代
の
三
重
の
環

濠
や
、
復
元
さ
れ
た
建
物
な
ど
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
機
会
に
、
伊
場
遺
跡
の
発
見
か
ら
第

一
次
調
査
ま
で
の
様
子
を
、
浜
松
市
文
化
財
調
査
報

告
書 

國
學
院
大
學
伊
場
遺
跡
調
査
隊
編
『
伊
場
遺

跡
―
西
遠
地
方
に
於
け
る
低
地
性
遺
跡
の
研
究
―
』

（
以
下
、
「
報
告
書
」
と
い
う
）
浜
松
市
一
九
五
二

（
昭
和
二
七
）
年
刊
を
も
と
に
紹
介
し
た
い
。 

 

そ
の
発
見
は
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
二
月

の
こ
と
、
西
部
中
学
校
の
生
徒
が
土
器
の
か
け
ら
を

拾
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
土
器
片
は
、
太
平
洋

戦
争
中
の
艦
砲
射
撃
に
よ
っ
て
、
地
下
約
二
ｍ
の
泥

土
ま
で
掘
り
返
さ
れ
て
、
地
表
に
出
た
。
戦
時
中
、

伊
場
遺
跡
の
付
近
に
は
鉄
道
省
浜
松
工
機
部
（
Ｊ
Ｒ

浜
松
工
場
の
前
身
）
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と

し
た
連
合
艦
隊
か
ら
艦
砲
射
撃
の
標
的
に
さ
れ
た
。

土
器
片
が
見
つ
か
っ
た
当
時
は
、
砲
弾
が
爆
発
し
て

で
き
た
窪
み
が
池
と
な
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
に
ま
だ
残

っ
て
い
た
と
い
う
。 

 

遺
跡
と
い
う
も
の
は
大
抵
、
地
下
に
眠
っ
て
い

て
、
掘
ら
な
い
と
出
て
こ
な
い
。
田
畑
の
耕
作
な
ど

で
土
が
掘
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
器
の
か

け
ら
な
ど
の
遺
物
が
地
表
に
表
れ
る
と
、
そ
れ
に
よ

っ
て
地
下
に
埋
も
れ
た
遺
跡
の
存
在
を
推
測
で
き

る
。
と
こ
ろ
が
、
伊
場
遺
跡
の
場
合
は
あ
ま
り
に
も

地
中
深
く
埋
も
れ
て
い
て
、
田
畑
の
耕
作
程
度
の
こ

と
で
は
遺
物
が
地
表
に
表
れ
て
こ
な
い
の
だ
。「「
戦

争
」
と
い
う
悲
劇
が
皮
肉
に
も
「
古
代
生
活
層
」
研

究
の
資
料
を
提
供
し
て
呉
れ
た
」
（
報
告
書
）
の
だ

っ
た
。 

さ
て
、
拾
わ
れ
た
土
器
片
は
、
同
中
学
校
の
社
会

科
教
員
だ
っ
た
高
柳
智
氏
に
届
け
ら
れ
、
高
柳
氏
か

ら
氏
の
母
校
で
あ
る
國
學
院
大
學
に
情
報
が
伝
え

ら
れ
た
。
高
柳
氏
の
見
識
と
適
切
な
行
動
が
無
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
展
開
は
無
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

そ
の
当
時
、
静
岡
市
の
登
呂
遺
跡
で
は
「
国
家
的

調
査
が
開
始
さ
れ
て
第
三
年
目
を
迎
え
」(

報
告
書)

て
お
り
、
豊
橋
市
で
も
瓜
郷
遺
跡
の
調
査
が
行
わ
れ

て
い
た
。
登
呂
、
瓜
郷
と
同
じ
弥
生
時
代
の
遺
跡
と

し
て
伊
場
遺
跡
の
発
見
も
世
間
か
ら
注
目
さ
れ
、
当

時
の
考
古
学
界
か
ら
も
瓜
郷
と
登
呂
と
の
間
の
地

理
的
、
文
化
的
空
白
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、
伊
場

遺
跡
で
の
発
掘
調
査
が
期
待
さ
れ
た
。 

そ
し
て
、
そ
の
年
の
四
月
一
六
日
の
試
掘
か
ら
、

翌
年
八
月
一
日
に
終
了
し
た
第
四
期
調
査
ま
で
断

続
的
に
、
國
學
院
大
學
の
調
査
隊
に
よ
り
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
調
査
は
、
伊
場
遺
跡

第
一
次
調
査
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 (

裏
面
へ
続
く)  

 

伊場遺跡公園 

上）復元建物 

下）環濠 

かつての伊場遺跡付近の風景 

一帯には水田と芦原が広がっていた 
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 お し ら せ  

伊場遺跡発見７０年と浜松市博物館

開館 40 年を記念し、奈良時代の伊

場遺跡にスポットをあてる展覧会を

開催します。 

 

特別展「古代東海道駅伝展」 

１０/５（土）～１１/２４（日） 

 

記念講演会やギャラリートークなど

の関連イベントも企画中です。ご期

待ください。 

 

 

★テーマ展「天竜川平野のパイオニアたち」 

４/２０（土）～７/１(月) 

天竜川平野に進出し、自然に立ち向かいながら生活

の基盤となるムラをつくりあげていった、弥生時代

から古墳時代の人々に焦点をあてる。 

☆ギャラリートーク（担当学芸員による展示解説） 

４/２０（土）、５/１（水）、６/１（土）、７/１（月） 

14:00～14:30 

 

★浜松市博物館・豊橋市自然史博物館共催 

小展示「≪干支展≫ 亥 －猪口（ちょこ）っと 

イノシシ－」 

（開催中）～５/６（月）  

★はまはくまつり 

―ゴールデンウィークだよ、全員集合！－ 

４/２７（土）～５/６（月） 

☆５日間限定 5/1（水）～５/5(日) 

《駄菓子のしじみ屋》9：30～15：30 

《しじみ屋の紙芝居》10：00～,13：00～,15：00～ 

《学芸員による展示ミニガイド》11：00～,14：00～ 

《クイズラリー》9：30～15：30 

☆期間中毎日 

《なつかしいおもちゃで遊ぼう》9：00～16：00 

《浜松市の昭和（市政ニュース）》9：00～17：00 

 

★かやぶき屋根の下で聞く日本の昔ばなし 

５/１１（土）14：00～ 蜆塚公園内旧高山家住宅 

※参加無料、申込み不要。直接、会場へ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

催し物のご案内 

浜松市博物館    開館時間：9 時～17 時    4・5 月の休館日：4/15、18、19、22、5/7、8、13、20、27 

〒432-8018静岡県浜松市中区蜆塚四丁目 22番 1号   電話：053－456－2208   FAX：053－456－2275 
Ｅメール：hamahaku@city.hamamatsu.shizuoka.jp    ＨＰ：https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/hamahaku/ 

 

■
第
一
次
調
査
の
成
果 

          

登
呂
遺
跡
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
て
い
た
た
め
、

こ
の
時
点
で
の
伊
場
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
遺
跡
と
い

う
一
面
の
印
象
が
強
か
っ
た
。
弥
生
時
代
の
主
な
遺

物
と
し
て
は
、
側
面
に
鰭
（
ひ
れ
）
状
の
装
飾
が
あ

る
特
殊
な
壺
を
は
じ
め
と
す
る
土
器
や
、
農
具
な
ど

の
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。 

第
一
次
調
査
で
は
、
伊
場
遺
跡
西
方
の
城
山
地
区

（
後
に
城
山
遺
跡
と
命
名
）
の
調
査
も
行
わ
れ
、
古

墳
時
代
の
須
恵
器
や
ガ
ラ
ス
玉
、
奈
良
・
平
安
時
代

の
墨
書
土
器
（
墨
で
文
字
が
書
か
れ
た
土
器
）
も
見

つ
か
っ
て
は
い
た
。
都
城
遺
跡
以
外
で
木
簡
・
墨
書

土
器
が
大
量
に
出
土
す
る
場
所
と
し
て
、
伊
場
遺
跡

と
そ
の
周
辺
の
遺
跡
「
伊
場
遺
跡
群
」
が
古
代
史
学

上
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は

そ
の
約
二
〇
年
後
の
話
で
あ
る
。
現
在
は
さ
ら
に
調

査
が
進
み
、
伊
場
遺
跡
群
は
古
代
の
遠
江
国
敷
智

（
ふ
ち
）
郡
の
郡
家
（
ぐ
う
け
＝
郡
の
役
所
）
が
あ

っ
た
場
所
と
い
う
こ
と
で
ほ
ぼ
確
定
さ
れ
て
い
る
。 

第
一
次
調
査
の
陰
に
は
、
地
元
の
人
々
か
ら
の
調

査
に
対
す
る
直
接
的
・
間
接
的
援
助
が
あ
っ
た
。
調

査
期
間
中
に
、
浜
松
市
長
を
会
長
に
、
市
内
の
財
界

人
や
文
化
人
な
ど
の
各
界
の
有
識
者
に
よ
り
伊
場

遺
跡
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
調
査
隊
へ
の
全
面
援
助

が
確
立
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
中
学
・
高
校
生
徒
に

よ
っ
て
調
査
補
助
隊
が
編
成
さ
れ
て
調
査
を
助
け
、

婦
人
会
は
茶
菓
の
接
待
で
調
査
隊
を
も
て
な
し
た
。 

報
告
書
序
文
で
岩
崎
豊
浜
松
市
長
（
当
時
）
は
「
浜

松
の
成
り
立
ち
と
い
う
も
の
が
単
な
る
昔
か
ら
の

言
い
伝
え
の
範
囲
を
脱
し
て
、
あ
か
ら
さ
ま
な
事
実

を
基
礎
と
し
て
証
明
さ
れ
る
に
到
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
お
よ
そ
浜
松
人
た
る
も
の
こ
の
上
も
な
い
喜

び
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、
次
々
と
土
の
中
か

ら
出
て
く
る
新
発
見
に
対
す
る
驚
き
と
喜
び
が
、
調

査
員
の
み
な
ら
ず
地
元
の
人
々
に
も
共
有
さ
れ
、
結

果
と
し
て
物
心
両
面
で
調
査
を
強
く
後
押
し
し
た

の
で
あ
っ
た
。 

 

≪伊場遺跡出土・鰭付壺≫ 

弥生時代後期 浜松市博物館蔵 


